
集中観測の概要（観測方針・項目等） 正
報道発表資料「線状降水帯予測精度向上に向けた技術開発・研究の取組について」
の別紙3ページ

修正内容 図におけるマイクロ波放射計地点の修正
美浜地点 誤：「福井県の美浜」 → 正：「和歌山県の美浜」
熊本地点 誤：「表記なし」 → 正：「熊本」
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マイクロ波放射計

ラジオゾンデ

Rainscope

集中観測実施マップ案（令和5年度）

ラジオゾンデ
沖縄本島
（琉球大学、 6月中旬から7月）

Rainscope
沖縄本島
（琉球大学・山口大学、 ５月31日～6月7日）

水蒸気フラックス等
東シナ海
（鹿児島大学、6月18
日～25日）

ラジオゾンデ等
紀伊半島沖
（三重大学、6月6日～9
日、8月13日～16日）

Rainscope、マイクロレインレーダー等
種子島
（山口大学・気象庁、6月15日～7月7日）

ラジオゾンデ等
東シナ海等
（気象庁）

マイクロレインレーダー等
長崎（長崎大学）
熊本（宇宙航空研究
開発機構・東海大学）

マイクロレインレーダー

マイクロ波放射計
全国17地点
（気象庁）

Xバンド二重偏波レーダー等
高知
（高知大学）

Xバンド二重偏波レー
ダー

ディスドロメーター

マイクロ波放射計
福江、天草
（防災科学技
術研究所）

地デジ電波

地デジ電波
九州15地点
（情報通信
研究機構・
日本アンテナ
株式会社）

• 線状降水帯の機構解明・予
測技術向上に向けた研究を
推進するにあたり、線状降水
帯の発生要因や維持等の機
構解明のためには、より多くの
事例解析が必要となる。

• このため、大学や研究機関と
協力して、水蒸気をはじめとす
る線状降水帯の発生環境や
線状降水帯を構成する積乱
雲群等の内部構造に着目し
た観測を６月～１０月の期
間に実施する。
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誤


